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ど
こ
＠
で
も
□

イー薬局
－
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一
ユ
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ヘ

ヘ
コ

校
、
。
診
療
所
そ
し
て
慰
霊
碑

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
核

施
設
が
完
備
し
て
い
た
。
現

地
の
人
と
の
結
婚
も
増
え
て

お
り
、
沖
縄
移
民
の
幸
せ
だ

け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
全
体
の
幸
せ
を
推
進
す
る

時
期
が
き
て
い
る
と
認
識
さ

れ
て
い
た
。

　
サ
ン
タ
ク
ル
ス
に
来
る
前

に
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
市
で

日
系
移
民
の
方
々
に
お
会
い

し
た
。
成
功
さ
れ
た
方
々
で

勢
い
が
あ
っ
た
。
評
判
の
良

い
「
日
秘
診
療
所
」
に
加
え

て
、
移
民
百
周
年
を
記
念
し

て
建
設
さ
れ
た
総
合
病
院

　
「
百
周
年
協
立
病
院
」
を
開

設
さ
れ
た
ぱ
か
り
だ
っ
た
。

　
近
郊
に
あ
る
国
際
協
力
事

業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
支
援
の

医
療
セ
ン
タ
ー
も
訪
れ
た
。

途
中
、
三
十
万
人
が
住
む
ス

ラ
ム
地
域
を
通
過
し
た
。
草

木
一
本
な
い
乾
燥
し
た
砂
が

舞
う
山
肌
に
、
マ
ッ
チ
箱
の

よ
う
な
家
が
密
集
し
て
い

た
。
電
気
は
つ
く
が
水
が
な

い
。
時
の
政
権
か
ら
見
放
さ

れ
た
地
区
で
あ
る
。
リ
マ
市

と
比
べ
る
と
、
ま
さ
に
天
国

と
地
獄
で
あ
る
。
今
、
中
南

米
で
貧
困
層
が
支
援
す
る
左

翼
政
権
が
勢
力
を
増
し
て
い

る
現
実
が
良
く
理
解
で
き

た
。

　
第
一
。
回
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
メ
リ

カ
地
域
会
議
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
支
部
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
薬
局
の

成
功
事
例
が
地
元
行
政
当
局

か
ら
も
注
目
さ
れ
た
。
貧
し

い
か
ら
薬
を
無
料
で
提
供
す

る
従
来
の
慈
善
事
業
で
は
な

ジュラスから広がりンホ
た
ち
が
小
さ
な
薬
局
を
運
営

す
る
意
欲
と
能
力
形
成
が
中

心
で
あ
る
。
初
期
資
本
を
回

転
さ
せ
る
こ
と
も
評
価
の
対

象
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
団
結

と
自
立
心
な
く
し
て
は
不
可

能
で
あ
る
。
相
互
扶
助
あ
る

い
は
ユ
イ
マ
ー
ル
の
精
神
を

支
援
す
る
プ
ロ
ク
ラ
ム
で
あ

る
。
来
年
か
ら
サ
ン
タ
ク
ル

ス
で
試
行
予
定
で
あ
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
支
部

が
教
科
書
作
り
と
研
修
生
受

け
入
れ
を
担
当
す
る
。

　
中
核
施
設
の
完
備
し
て
い

る
コ
ロ
ニ
ア
オ
キ
ナ
ワ
が
、

ポ
リ
ビ
ア
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
薬
局
プ
ロ
グ
ラ
ム

推
進
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ

緊
急
救
援
体
制
の
強
化
や
貧
困

対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
協
議
し
た

第

１

回
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
メ
リ
カ
地

域
会
議
＝
Ｈ
月
、
ボ
リ
ビ
ア
・

サ
ン
タ
ク
ル
ス
串
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に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
民
間

大
使
の
赤
嶺
尚
伯
夫
妻
が
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
設
立

に
尽
力
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
「
サ
ン
パ
ウ
ロ

か
ら
は
東
北
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り

サ
ン
タ
ク
ル
ス
の
方
が
近
い

よ
。
近
所
に
来
て
い
る
感
覚

だ
よ
」
。
あ
り
か
た
い
限
り

で
あ
る
。
「
移
民
も
本
国
に

頼
る
時
期
か
ら
、
自
ら
独
立

し
て
物
事
を
考
え
て
実
施
す

る
時
期
が
来
て
い
る
」
と
断

言
さ
れ
た
。

　
　
「
日
系
人
だ
け
の
こ
と
を

考
え
る
の
は
も
う
時
代
遅
れ

だ
。
も
っ
と
民
族
を
超
え
、

全
体
的
に
考
え
な
い
と
優
秀

な
人
た
ち
の
協
力
も
得
ら
れ

な
い
し
、
良
い
仕
事
も
で
き

な
い
よ
」
と
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
事
実
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
イ
タ
リ
ア
系
や
ド
イ
ツ
系

が
多
数
派
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
ボ
リ
ビ
ア
支
部
長
の
フ
ォ

イ
ア
二
二
家
は
副
大
統
領
を

出
し
た
イ
タ
リ
ア
系
の
名
門

で
あ
る
。
副
支
部
長
は
ス
ペ

イ
ン
系
で
あ
る
。

　
同
会
議
は
私
に
と
っ
て
中

南
米
に
お
け
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

活
動
を
再
考
す
る
非
常
に
良

い
機
会
と
な
っ
た
。
「
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
」
は
、
本

当
に
名
言
だ
っ
た
。
そ
れ
で

も
沖
縄
に
こ
だ
わ
り
た
い
私

の
気
持
ち
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
二
年
間
に
わ
た

る
連
載
の
機
会
を
く
だ
さ
っ

た
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
に
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ム
ダ
）
理
事
長

　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

　
第
一
回
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
メ
リ

カ
地
域
会
議
を
十
一
月
二
十

五
日
か
ら
二
日
間
、
ボ
リ
ビ

ア
第
二
の
都
市
で
あ
る
サ
ン

タ
ク
ル
ス
市
で
開
い
た
。
日

本
、
ボ
リ
ビ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

ペ
ル
ー
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、

そ
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
参

加
者
で
、
緊
急
救
援
体
制
の

強
化
や
貧
困
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
話
し
合
っ
た
。

　
前
日
に
サ
ン
タ
ク
ル
ス
郊

外
に
あ
る
コ
ロ
ニ
ア
オ
キ
ナ

ワ
を
訪
問
し
た
。
ボ
リ
ビ
ア

沖
縄
県
人
会
の
比
嘉
次
雄
会

長
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
苦
労
は
多
々
あ
っ
た

が
、
自
営
農
家
と
し
て
の
戦

後
の
移
民
は
、
戦
前
の
雇
用

者
と
し
て
の
移
民
よ
り
も
よ

り
良
い
環
境
だ
っ
た
と
い

う
。
　
文
化
会
館
、
資
料
館
、
学
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